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裟重器琵器還海士を
30日に中央幸貴会を無機

∴」‾・．∴∴・
代議員の活発な肘編を

1よりいゥそうの支援拡大を■1 

大阪に独裁裁治はNO∴ご 
櫓下・錬断の独裁といわれなき公議員バッさ 

ンダにNOj王大阪府知事に眈倉訂嚢険檜1、【大 

阪市長清華には平松邦夫侯紺へのよりいっそ■ 

うの支援拡大恕呼びかけます。 

霜摺研豊緊
2012年4月予定のサプリ村野改修工事等に

伴い、11月18馴こ糊事業部からyサイク

ルエ棚に伴う場内レイアタ　の変東、封

削こ土木部より脾）枚方溺公取繚化換金の

事務所一時移転こついての申入れがあった。

公庫線化協会ついでは、引＃しの爛鼓もあ

り相月ま9日（11月29日から蓼静作業）か

ら2013年3月31日までの軋仮の臨時尊慮

所として土木無所管の中部別館2絆の大会畿

蜜に事務所を仙崎移転するとしている。一

方、リサイクル工房に朝、では活動敵保のた

めに、格別I傭精工繍内敷地内の旧管理棟

（整備蛮・倉庫・タフォーム集・会議ま等）

を改修して新たに毅腋するとし、‡日管機械を

別の場所に移設するというものである。

移転について駄一定やむを得ないものと

考えるが、職場償境の繚険も必要なものであ

り、櫓にリサイクル工房に関しては臨時的な

ものでなく、十分な整理が求められている。

また、サブ　村柵の括用方法の変鷺もその

背景としてあるが、それなりの予算を投じ

て、なぜリサイタル工欝を環境事業部内に移

転させなければならないのかという、市の政

策の叢合性への贅間も側面としである。

今年もやります年末物販！近日中にご轟内を職場にお烏けします
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